
大学における地域連携型社会
実装PBLのカリキュラムデザイン

2019/3/23

辻村泰寛，山地秀美，粂野文洋，

大橋裕太郎（日本工業大学）

ISECON2018

本資料はクリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際 ライセンスの下に提供されています。
1

http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/


ISECON2018
辻村 泰寛，山地 秀美，粂野 文洋，大橋 裕太郎,「大学における地域連携型社会実装PBLの
カリキュラムデザイン」, 専修大学神田キャンパス, ISECON2018, 2019.3.23

本資料について

• 本資料は、一般社団法人 情報処理学会 情報処理教育委
員会 情報システム教育委員会主催による第11回情報シ
ステム教育コンテスト（ISECON2018）の本審査用資
料を元に再編集されたものです。

• 本資料（辻村 泰寛，山地 秀美，粂野 文洋，大橋 裕太
郎,「大学における地域連携型社会実装PBLのカリキュラ
ムデザイン」，ISECON2018, 2019.3.23）は、クリエ
イティブ・コモンズ 表示 4.0 国際 ライセンスの下に提
供されています。
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情報メディア工学科

超スマート社会を形づくる
最新の技術・表現技法を学ぶ

◆ソフトウェアデザイン系
「“想像”したことを実際に“創造”できる開発力」を身につける。

◆メディアデザイン系
メディア情報システムの設計・開発能力および
メディアコンテンツ制作能力を育成。

◆ビジネスシステム系
情報システムの構築能力およびビジネス
システムの企画・評価・マネジメント能力を育成。
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「社会の要請により、必要とされる機能を有するソフトウェア、ハードウェ
ア、あるいはその両方により構成されるシステムに対し企画、設計、開発、
テストを行い、社会の評価を受けた上で、実稼働するシステムを社会に
供する、あるいはそれに近いプロトタイプを供すること」

社会実装型PBLとは
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「メディアデザインプロジェクト」

教員の指導の下、要求の分析・理解、システムの設計、システムの実装、

システムのテストに関する計画を立て、遂行できるようになることを目標と
している。プロジェクト形式で遂行し、その進捗を的確に管理できるように
なることも目標とし、要求の分析・理解、設計まで完了する。
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「彩特ICT/AT.Lab」研究発表大会

特別支援学校の先生方と技術をマッチングするための

研究発表大会を年２回継続的に開催
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特別支援学校・工業高校・本学による
アプリ開発を通じた三校連携

県内の工業高校と本学が、特別支援学校が要望
する技術開発に共同で取り組む活動を実施

彩特ICT/AT.Lab夏季大会での発表

特別支援学校への訪問

高校生グループが開発した名刺作成アプリ
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情報ボランティア

大学生が地元の小中高校・特別支援学校、福祉施設等に出向き、

情報教育や情報機器活用の支援、情報システムの開発など、問題解決
に取り組む。
地域の学校や事業者と連携しながら、20年以上活動を継続してきた。
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進修館（公民館）での
シニア向け情報ボランティア

学生がこれまでに学んだことを生かし、SNSやスマートフォン、

プログラミングなどを教える講座を開催
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情報工学科の3年生が授業課題として

ミュージッククリップを制作
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川崎市岡本太郎美術館での展示

展覧会や
ワークショップの

開催
外部発表する機会を通じ
学びを深化させることを
目指しています
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埼玉県立美術館での展示の様子
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セミナーの開催

国際的に活躍する
研究者や実践家を
招きセミナーを開催

2018年7月25日
第4回研究オープンフォーラム

「テクノロジーと教育について考える」
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